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三井住友ファイナンス＆リース

三井住友系、カナダ年金大手と新ファンド　航空機投資で

　三井住友フィナンシャルグル
ープ（ＦＧ）が出資する航空機
リースのＳＭＢＣアビエーショ
ンキャピタル（ＡＣ）は２９
日、カナダの年金基金大手のケ
ベック州貯蓄投資公庫（ＣＤＰ
Ｑ）と共同で航空機向けに投資
するファンドを立ち上げたと発
表した。自己資金による投資を
抑え、外部の資金で航空機の管
理・運用台数を増やす。

　ＳＭＢＣＡＣは三井住友ファ
イナンス＆リース（ＦＬ）と三井住友銀行が出資する世界２位の航空機リース会社
だ。投資額の目標は３年間で１５億ドル（約２２００億円）で、３０機弱の購入額に
相当する。

　ＣＤＰＱが新ファンドの資金の大半を出し、ＳＭＢＣＡＣが機体の発注や管理など
を担う。環境性能が高い中型機を中心に投資するという。

　航空機は１機あたり数十億〜数百億円と高額で、自己資金での投資には限界があ
る。年金基金など投資家から資金を集めて機体を購入すれば、資産を膨らませずに航
空機リース事業を拡大できる側面がある。
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